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本号のハイライト本号のハイライト本号のハイライト本号のハイライト ����

�� 「ロードネーム」ワークショップ「ロードネーム」ワークショップ「ロードネーム」ワークショップ「ロードネーム」ワークショップ    

�� 【報告】第【報告】第【報告】第【報告】第 43434343 回建築士会全国大会回建築士会全国大会回建築士会全国大会回建築士会全国大会    

�� 12121212 月定例会のお知らせ月定例会のお知らせ月定例会のお知らせ月定例会のお知らせ    

�� 【ちょっと一息】年越し蕎麦は手打ちで！【ちょっと一息】年越し蕎麦は手打ちで！【ちょっと一息】年越し蕎麦は手打ちで！【ちょっと一息】年越し蕎麦は手打ちで！    

. 

去る 11月 11日(土)「浜館～自由ヶ丘通り」のロ
ードネーム募集ワークショップを開催しました。

その日は、折りしも雪がちらつく生憎の天気でし

たが、地元小学生とその保護者の皆さんに多数参

加していただきました。 

天候不順により、探検休憩場所となった「生協

ひまわり館」には急遽臨時投票所を開設し、買物

にきた大勢の方々にも投票をしていただきまし

た。 

ワークショップによる「こんなのあったらいい

な」マップづくりでは、マップというよりも、む

しろ模型といった方が良いほどの立体造形を加え

た、力作ぞろいとなりました。豊かな発想と、表

現力が随所に見られ、とても楽しく、子供達が求

める未来のまちづくりができ、大成功に終わりま

した。 

ワークショップ終了後、一般投票とワークショ

ップ参加者・一次選考審査員による投票結果によ

り、愛称は『ひまわり通りひまわり通りひまわり通りひまわり通り』と決定しました。 

この後、青森市道路課と協議し、平成 13年 3月
末までに、この通りに看板を設置する予定になっ

ています。また、この一連の青年委員会の活動が

青森市に認められ、通りの名称にちなんだ「ひま

わり」の種を譲り受けることになりました。 

これからも、建築士という専門的な立場から、

住民参加のまちづくりを積極的に支援していきた

いと思います。地域住民とともに、まちづくり活

動を進めることによって、私たちの住むこの街

は、更に活性化され、もっと快適な潤いのある街

になるに違いありません。皆さんのご参加をお待

ちしています。 

今年の全国大会は 10月 26、27日鳥取県米子市で
開催された。地震直後の町は数年前の青森りんご台

風後のような感じで、瓦屋根の所々にブルーシート

が被せていたが、神戸のような大被害には感じられ

なかった。 

青森県からの参加者は、会長、支部長以下 45名
で、ほとんどは関西空港まで飛行機で、そこからバ

スで鳥取砂丘などを見た後、大会に参加した。1日目
は青年、女性、まちづくり、情報部会のフォーラム

で、青年部会は４つの分科会にわけて開催された。

参加者の多い福祉分科会では、介護保険制度の実施

後でもあり、全国的に介護保険と建築士の関わりで

は問題を抱えている現状が浮き彫りになっていた。  

また今年は、南黒支部が観光分科会で、晴れて東

北代表として発表する事となり、南黒支部と青年部

はその応援を兼ねてフォーラムに参加した。発表

は、北海道、青森、岡山であったが南黒支部の樋口

さんは『こみせを生かした街づくり』で昨年黒石で

おこなわれた、建築士の日青森大会とそれまでの事

業などを発表した。事業および発表内容、表現とも

群を抜いていたが、日頃の青森支部の活動は十分全

国の建築士会に参考になる事をやっていると言う、

自信がまた頭によぎる。 

その夜は、全国の青年部の人達と、米子の町で１

年ぶりの情報交換や交流を、あさひ町で朝まで頑張

った（！？）あと本隊に合流し、全国の神様が集ま

ると言う出雲大社にお参りなどし式典へ参加した。  

青森支部は今回も青年（？）では、私と川村さん

のみの参加となったが、来年の宮城大会では、魅力

のある企画を立案したいと考えている昨今である。  

若い人、また気持ちだけ若い人も、大歓迎であ

る。来年の仙台大会で全国の建築士と語り、楽しい

交流をしようではないか！！ 

ご意見・ご要望は建築士会まで。 （野呂秀明） ワークショップ発表風景 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

出席    欠席   致します（どちらかに○をつけてください） 

 

 

 

氏名                 TEL                     。 

12月定例会のご案内 
日 時 平成 12年 12月 15日（金）18:30～  

場 所 青森市中央市民センター ３階教養室 

議 題  １．平成 13年度事業計画について 

     ２．ロードネーム事業について 

     ３．その他 

連絡先  狩野尾設計事務所 工藤まで 
      ＴＥＬ:775-3761 

ＦＡＸ:722-2613 

      e-mail： mak@aomori-net.ne.jp 

定例会の出欠は早めに�

ご連絡くださる様お願いします！

※��� で送信の場合は、下記フォーマットを

ご利用ください。�

【編集後記】 

お付き合いの多い方には、ちょっと憂鬱な忘年会

シーズンですね。暴飲暴食に気をつけましょう。 

私事ですが、せっかく楽しみにしていた青年委員

会の忘年会も、子供の入院でドタキャン (涙) お蔭様
で回復しましたけど、この埋め合わせは、何として

も支部主催のクリスマスパーティーで！と心待ちに

している今日この頃です・・・ 

22 日のクリスマスパーティーは当日券も用意して
いますので、お気軽にお越しください。チケット

NO.による大抽選会もあります。思いがけないビッグ
なプレゼントが当たるかもしれません。 

それでは、良いお年を 
お迎えください。 

 今世紀最後の大晦日、自宅で手打ちの年越し蕎

麦に挑戦してみませんか？ 
 難しいと思われがちな蕎麦打ちですが、数回や

ってコツをつかむと、だんだん面白くなってきま

す。初心者では蕎麦粉 100%の十割蕎麦は難しい
ので、小麦粉を 2割ほどツナギに入れた二八蕎麦
あたりからトライすると良いでしょう。 

【材料】蕎麦 500g分 

蕎麦粉   400g 
小麦粉   100g 
水   200～ 230cc程度 
打ち粉（蕎麦粉） 適宜 

1. ボウルなどにふるいにかけた蕎麦粉と小麦
粉を入れ、良くかき回します。 

2. 少しずつ水を入れながら、粉と水をかき混
ぜます。全体を素早くかき混ぜていると、

小さな玉状の蕎麦粉がだんだんとまとまっ

てきます。 

3. 自然に繋がってきたら手早くもみ始めま
す。表面に艶が出て来たら、一旦、丸くま

とめます。 

4. 打ち台に打ち粉を充分散らし、両手で厚さ
1cm 程度に伸ばしたら、麺棒で伸ばしま
す。 

5. 伸ばした生地を２つないしは３つ折りにし
て切っていきます。切った麺は手でほぐ

し、打ち粉をかけておきます。 

6. たっぷりのお湯で一気に 茹であげます。
時々麺を食べて柔らかさを確かめながら茹

でると良いでしょう。 

蕎麦粉は大手のスーパー等で購入できます。上

達してきたら、小麦粉の割合を減らしたり、イン

ターネットで上質のものを入手してみたりするの

も面白いかもしれません。 

 


